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第13回美術館大学

第13回美術館大学では、当館館長・秋山孝の高校時代の恩師である木村保夫氏をお迎えして「長岡のデザイン教育」につ
いて講演していただいた。木村氏は1934年、長岡に生まれた。長岡は第二次世界大戦時に空襲を受けた町であり、その爆
撃は美術館までで止まったと言われている(そういった経緯で、美術館の北側の壁は「火の壁」と名づけられた)。
終戦を迎えた頃、長岡の町は焼けてデザインなどというものはほとんどなかったという。その後日本は復興し、高度経済成長
期に入る。大量生産・大量消費が主流となった世の中で、徐々にデザインの需要が増えてきた。商品の販売促進のため、ポス
ター、包装紙、パッケージなどのデザインは欠かせないものになっていった。戦後の美術は純粋美術と職業美術に分かれて
進んだ。その中でも職業美術は、工業美術と商業美術に分けられる。工業美術は染色やテキスタイルなどを指し、商業美術
はグラフィックデザインや視覚デザインなどが当てはまる。木村氏は長岡商業高等学校に赴任し美術と商業美術を受け持つ
ことになったが、商業美術については着任後に自らも学びながら指導する毎日であったという。当時新潟県にはいくつかの商
業高校があり、中でも新潟商業高等学校、三条商業高等学校（土蔵清氏）、長岡商業高等学校（木村保夫氏）、高田商業
高等学校（中村貞方氏）の商業美術部が活躍していた。美術館大学のレジュメには長岡商業高等学校校友会雑誌「ヘルメ
ス」の、在校生徒の手による表紙デザイン一覧があったが、どの作品もスッと引き込まれるような魅力があり、長岡商業高校
生の実力の高さを表していた。レジュメには長岡のデザイン教育に携わった指導者として、田代修一氏、吉田三郎氏、高田信
重氏、小宮重吉氏、藤田かずひろ氏、大川民次郎氏のお名前が挙がり、中でも小宮氏の功績が高かったと述べられた。新
潟・長岡に縁のあるデザイナーについても触れてあり、長岡高等工業学校を卒業した大智浩氏、西蒲原郡吉田町（現在の燕
市）出身の亀倉雄策氏については裏話なども聞け、会場は盛り上がった。
講演後の質疑応答では、「バウハウス」についての質問がなされた。バウハウスは、ドイツに設立された美術と建築に関する
総合的な教育を行った学校である。木村氏が質問に答え、秋山館長がバウハウス初代校長ヴァルター・グロピウスやパウ
ル・クレーにも言及し、補足した。長岡の町は戦後の美術教育でよき指導者に恵まれたこともあり、デザインが盛んとなっ
た。デザイン教育にも重きが置かれ、ついにはデザインを専門的に学ぶ大学、長岡造形大学の設立に至るのである。
（森山奈帆・APM職員）APM公式ホームページより抜粋 撮影：吉澤義孝


